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緒 言 

 
Large Maf転写因子は、日本で発見された「がん遺伝子」の細胞性ホモログで、b-ZIP型転写因子群ファミリーに属

し、Maf認識配列（MARE）に結合する転写因子である。マウスおよびヒトでは、MafA、MafB、c-Maf、Nrlの4種

類存在することが明らかにされている。その中で、MafBおよび c-Mafは、血球系ではマクロファージ系細胞に多く発

現していることが報告されていたが、その機能の詳細は明らかにされていなかった。マクロファージは自然免疫系の中

心的な細胞であり、様々な免疫応答に重要であるが、成体で蓄積する老廃物や死細胞の除去にも働き、プロフェッショ

ナルな貪食細胞として成体の恒常性を維持している。このプロフェッショナルな貪食機能は病的状態においても重要で

あり、例えば高コレステロール状態では、マクロファージが老廃物である酸化コレステロール（oxLDL）を取り込むと

ともに、マクロファージ自身のアポトーシスを抑制するApoptosis inhibitor of macrophage（AIM）を産生することで、

大量の脂質を貪食しても生存し、泡沫細胞として局所での酸化コレステロール処理を行うことが報告されている。一方

で、この泡沫細胞の集積が動脈硬化の初期では病巣拡大の原因となることも知られていた［1］。我々は以前の研究で、

泡沫細胞での AIM の誘導に MafB が必須であり、MafB 欠損マクロファージでは AIM が誘導されず、泡沫細胞にア

ポトーシスが誘導されて動脈硬化病巣が拡大しないことを明らかにした［2］。この論文は、動脈硬化病巣抑制の新たな

可能性を示したものとして高く評価されている。また、脳梗塞では多量の死細胞が誘導されるが、それらの死細胞から

細胞成分が放出され、Damage-associated molecular patterns（DAMPs）を形成することが知られている。このDAMPs
がシグナルとなり、マクロファージなどの貪食細胞の集積を促進して組織修復を開始させるが、DAMPsの受容体は同

定されてはいなかった。我々は、慶応大学の吉村教授との共同研究で、DAMPsの受容体がマクロファージ系細胞に発

現しているMSR1やMARCOなどのスカベンジャー受容体群であり、その発現にMafBが必須であることを明らかに

した［3］。さらに、ヒトでは正常の状態でも1日に10億個の細胞死が誘導されるが、それらはマクロファージにより

速やかに除去されて免疫寛容が誘導され、組織の恒常性が維持される。この機構が破綻して死細胞が遺残すると、自己

抗体が誘導されて自己免疫疾患が誘発されるが、死細胞の認識には、補体C1qが重要であることが報告されている［4］。
補体C1q は主にマクロファージで産生されるが、その産生はMafB により制御されていることを明らかにした［5］。
このようにMafBは、プロフェッショナル貪食細胞としてのマクロファージ機能を包括的に制御している可能性がある

が、その全体像は明らかにできてはいない。一方 c-Mafは、様々な組織マクロファージで発現状態が異なっており、組

織特異的なマクロファージ機能に貢献している可能性が示唆されるが、機能的な証明はなされていない［6］。そこで本

研究では、MafBおよび c-Mafの欠損マウスおよびマクロファージ特異的な欠損マウスを用いて、各組織に存在するマ

クロファージのプロフェッショナル貪食細胞としての機能を包括的に解明すること目的とした。 
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方 法 

 
1. c-Mafの成体マウスでの機能解析 
我々の研究グループは c-Maf 欠損マウスを作製していたが、完全欠損マウスは出生前後で致死となるために、c-Maf
の成体マウスでの機能の全容は明らかにされていなかった。そこで、c-Maf cKO マウスの全身で誘導的に Cre を活性

化できるCAG-CreERTM マウスと交配して、c-Maf cKO：CAG-CreERTM マウスを作製し、成体マウスの全身で c-
Maf 欠損を誘導して、c-Maf の成体マウスにおける機能およびマクロファージにおける機能を解析した。また、c-Maf
欠損マウスの造血細胞移植マウスを用いて、炎症時における c-Mafのマクロファージにおける機能を解析した。 
2. 急性虚血性腎不全モデルでのマクロファージにおけるMafBの機能解析 
急性虚血性腎不全は致死性の高い重篤な疾患であるが、その組織障害および回復には、マクロファージが重要な機能

を有していることが報告されていた。そこで、急性虚血性腎不全におけるマクロファージの機能にMafBがどのように

関連しているかをマクロファージ特異的にMafBを欠損するMafB cKO：LyM-Cre（cKO）マウスを用いて解析した。

MafB cKO：LyM-Cre（cKO）マウスで腎動脈を一過性に結紮することにより急性腎虚血を誘導し、その後の組織障害

および回復過程を解析した。 
3．肺胞マクロファージにおけるMafBおよび c-Mafの機能解析 
肺胞では、通常の状態ではGM-CSFによって誘導されるMafBを発現していない肺胞マクロファージが常在してお

り、肺胞内に侵入した異物を免疫反応を誘導することなしに処理している。しかし喫煙や粉塵の暴露などにより多量の

異物が侵入した場合は、MafB陽性のマクロファージが誘導され、粉塵の処理を行うことが知られているが、肺胞マク

ロファージにおけるMafB及びc-Mafの機能解析は十分には行われていなかった。そこで、MafB cKO：CAG-CreERTM
および c-Maf cKO：CAG-CreERTMマウスにおける肺胞マクロファージの正常状態における機能解析を行った。 
 

結果および考察 

 

1. c-Mafの成体マウスでの機能解析 
8週齢の c-Maf cKO：CAG-CreERTMマウスにタモキシフェンを75 mg/kgで5日間連続投与して、全身性に c-Maf

欠損を誘導した。c-Maf 欠損を尾部から抽出したDNA で確認し、表現型を観察した。c-Maf 欠損を誘導したマウスで

は、タモキシフェン投与終了後 9 日目より尿糖が出現し、10 日目には 300 mg/day になることが明らかとなった。詳

細な解析を行ったところ、c-Mafは腎臓の近位尿細管に発現しており、尿からのグルコースの再吸収の大部分を担って

いる SGLT2 の発現を直接制御していることが明らかとなった。SGLT2 は近位尿細管で特異的に発現しており、尿中

のグルコース再吸収の90%を担っており、近年新たな糖尿病治療の標的分子として注目を集めているが、その発現制御

機構は解明されておらず、c-Maf がSGLT2 を直接制御していることの発見は、非常に重要な発見と考えられた。また

成体での c-Maf欠損マウスでは、時間経過とともに白内障を発症することが確認された。c-Maf完全欠損マウスは、発

生期に水晶体の形成異常を起こすこと、またヒト先天性白内障の原因遺伝子として同定されていることから、c-Mafが
水晶体形成に重要であることは知られていたが、この結果から、c-Mafが水晶体の維持にも重要であることが示唆され

た。一方マクロファージについては、c-Maf cKO：CAG-CreERTMマウスでは抹消のマクロファージの数には特に異

常が認められないことが明らかとなった。一方で c-Maf 欠損マウスの造血細胞の移植マウスの解析から、CD169 陽性

のマクロファージでの炎症反応の誘導に重要な機能を有していることが明らかとなった［7］。この結果は、c-Mafがマ

クロファージでのサイトカインの産生に重要であるというこれまでの報告と一致する結果であると考えられる。今後、

マクロファージ特異的な c-Maf 欠損マウスを用いて、病的状態でのマクロファージにおける c-Maf の機能解析を行い

たい。 
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2. 急性虚血性腎不全モデルでのマクロファージにおけるMafBの機能解析 

MafB cKO：LyM-Cre（cKO）マウスで、腎動脈を一過性に結紮することにより急性腎虚血を誘導し、その後の組織

障害および回復過程を解析した。その結果、マクロファージ特異的なMafB欠損（cKO）マウスでは、腎機能の指標が

野生型（WT）マウスと比較して 有意に悪化し、腎虚血からの回復が遅れて死亡率が高くなることが確認された。我々

のこれまでの解析から、MafBはマクロファージにおける貪食機能の制御に重要であることが明らかになっているので、

障害された腎臓組織の貪食による修復に重要な機能を有していることが想定される。 
3．肺胞マクロファージにおけるMafBおよび c-Mafの機能解析 

MafB cKO：CAG-CreERTMマウスおよび、c-Maf cKO：CAG-CreERTMマウスの成体に、タモキシフェン投与に

より全身性に MafB および c-Maf を欠損させて、通常状態における肺胞マクロファージを組織学的に解析した。その

結果、MafB欠損マウスおよび c-Maf欠損マウスでは、野生型マウスと比較して、肺胞マクロファージの数や形態に有

意な異常は認められなかった。上述のように c-Maf は炎症に対するマクロファージの反応誘導に重要であることから、

粉塵暴露による炎症の反応時には差が認められものと考えられ、今後実験を行う予定である。 
 

 

図1．急性虚血性腎不全におけるマクロファージ特異的MafB欠損の影響 
a） 急性虚血性腎不全後の生存率を野生型マウス（WT）とマクロファージ特異的 MafB 欠損マウ

ス（cKO）で解析した。マクロファージ特異的MafB欠損マウスでは生存率が低下した。 
b） それぞれのマウスの腎機能を解析した。血清BUN およびクレアチニン量はマクロファージ特

異的MafB欠損マウス（cKO）マウスで有意に上昇した。Welchの t-testで検定をおこなった

が、2日目以降はマウスが死亡したため、数が少なく統計学的な優位差は得られていない。 
n = 6、* p < 0.05 
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